












































































































































































































































































































































































































































































































































































― 38 ― 社会関係研究　第26巻　第１号
４頁、注５前掲書62頁、伊奈川秀和『＜概観＞社会福祉法』（信山社、
2018年）127頁参照。
16　COMMISSONER FOR HUMAN RIGHTS,CommDH/Issue 
Paper(2012)3 Original Version,” The RIHT OF PEOPLE WITH 

























































































































































Social Security (Disability Living Allowance)Regulations 1991）12
条（５）では、「重度の精神障害は、脳の機能の発達が抑圧されたり不
完全だったりすること」としており、知的障害のインペアメントを脳の
機能障害と捉えていることが窺われる。
37　三井さよは、「知的障害者」を関係で捉えかえす」『現代思想８月号　
特集　痛むカラダ』（青土社、2011年）233頁で、知的障害者にとって「で
きない」ことよりも「わからない」ということを中心に据えるべきとし
ている。この三井の指摘は意思決定支援に関する視座を提供することを
狙いとするものだが、「わからい」を知的機能をつかさどる脳の部位の
機能の損傷、低下という物理的な機能障害の表出としてインぺアメント
と捉えることもできるのではないだろうか。
38　ICFについては、佐藤久夫・小沢温『第５版　障害者福祉の世界』（有
斐閣、2016年）13頁～23頁に依拠した。
